
TGV 盗難注意の調べは C-G-Ab (Cm-Fm)



2022/7/6
ツアー8日目、私は浮かれていたと思う。何故なら今日はTGVというフランス版
新幹線でブリュッセル南駅からリヨン経由でグルノーブルまで移動するからだ。ベルギーから国境を越
えてフランスの車窓を眺めるのがとても楽しみだったし1等車（グリーン車）に乗れるのが嬉しかった。

発車してから約40分後の次の停車駅リールに着く頃に水を飲もうと思い、頭上の棚をみるとトランクは
あるのにバックパックは無い。うわ～またやられてしまったのか？！6年前の悪夢が甦ってきたが、その
時の教訓をもとに近くの車両を含めて付近を探してみることにする。

車両後方の荷物置き場には無いものの、隣の車両の上の棚に自分のバックパックと水を発見。安堵した
のもつかの間、手に取ると記憶にある重さとは違うので中を確認するとMacBook と電源アダプターが
無い。そして財布の中の現金のみが抜かれている。しまったぁぁぁ～！

見回すと鍵のかかるトランク類を棚に上げている人はいても、鍵のかからないバッグは足元に置いてい
る人がほとんどだ。この車両の中のどこかに盗人がいるとは思ったが「アングレ シルブプレ（英語でお
願いします）」くらいしかフランス語は話せないのと、盗難にあった精神的衝撃で凍ってしまった。

ありがたいことに車内にはwifi が飛んでいるので、二次的被害を防ぐため携帯でPaypal 資金などを退避
させたりしているうちに乗り換え駅のリヨン駅に着いてしまう。鉄道警察に行くかどうか少し迷った
が、とりあえず宿の予約のあるグルノーブルまで移動を続けることした 。

宿に着いた後、あと2つ残っている公演をどうするか次の日に相談しようという連絡をエージェントに入
れてとりあえず眠ることにしたけれど、食欲はないし眠っても2-3時間くらいで起きてしまう。ライブ中
にPCが故障した時のための非常用音源でライブをやる案と、PCを復元するため帰国する案を考える。





2022/7/7
iCloud などにバックアップがあれば、中古のMacBook を購入して復元することも出来るだろうが、バ
ックアップは自宅のHDにあるだけなので一度東京に戻ることになり、エージェントが飛行機の手配をし
てくれることになった。そして日本への帰国便に乗るためのPCR検査場を探して受診する。

そして夕方にはグルノーブルのプロモーターが警察に連れいってくれて 盗難届けを出すことも出来た。
警察では「盗難なら明日出直して来い」的なあしらいを受けそうになるも、現地プロモーターが食い下
がってくれて非常にありがたかった。もし自分一人だけだったら絶対無理な手続きだったと思う。

自分の不注意でコンピュータが盗難にあってライブが出来なくなってしまい、グルノーブルの皆さん大
変すみません！という投稿をSNS に出した後に食事が出来る位の精神的な回復があり、少し安心出来た
せいか強力な眠気が襲ってくる。ツアーの途中で一度日本に戻ることになるとは想像もできなかった。

2022/7/8
グルノーブルからリヨン空港まではバスで1時間くらい、そしてリヨンからイスタンブール空港までは3
時間弱くらいで着いた。そこで無事に乗り換えられれば日本に戻れるはずなのだけど、PCR検査の結果
がフランス語と英語だったので、搭乗拒否されるという意外な社会的規制トラップにはまってしまう。



仕方ないのでイスタンブールで一度出国して、次の便の振替手続きをしてもらうと次の日の同じ時間の
便しか無いようだ。日本語フォーマットのPCR検査を再度受けてから、空港内の唯一のホテル「Yotel」
で寝ることにした。廊下や室内が宇宙船のような調光で自分がどこにいるのか分からなくなってくる。

2022/7/9
前日には気がつかなかったけれど、搭乗ゲートで書類をチェックする空港職員の性格にバラつきがあっ
て、ものすごく厳格にチェックする人と比較的そうじゃない人がいるみたいだ。書類チェックで搭乗拒
否されている人が一定数いる感じがするのはそれも原因なのかな？

2022/7/10
今日はMySOS という帰国チェックアプリに書類の内容を入力しておいたので、とてもスムーズに搭乗
と入国ができる。去年の秋頃は海外からアクセス出来ない等の不具合があって、こういう官製危機管理
アプリにあまり良い印象は無かったけれど、今回はその恩恵にあやかれた。





2022/7/11
盗難にあったMacBook と同じ機種を秋葉原で入手して、バックアップから復元して、動作チェックま
で済ませたかったが、復元したところでものすごい眠気に襲われる。時差ボケもあるとは思うが、24時
間起きて12時間眠るようなサイクルになってしまったようだ。

2022/7/12
復元後の基本動作チェックとライブの自主ゲネプロが無事に終わると、やっと生きた心地がしてくる。
この後は週末のグラスゴーのイベント当日に着く便に乗って、再度のPCR検査をやって、ライブをやっ
て寝て起きて、PCR検査陰性結果と共に帰国便に無事に乗れますように。





2022/7/13
トラムや地下鉄車内では携帯を見ないなど気をつけていたつもりだったけれど、思い返せば高速列車の
車内でリラックス（油断）してしまったのが間違いだった。ほとんどの駅では改札も無いわけだし、列
車内では何等車だろうが路上と同じような警戒心をキープすべしという教訓を身をもって知りました。

2022/7/14
さらに思い返すと自分の周りを取り囲むように座っていたのはお婆ちゃんや子供を含む家族連れであ
り、疑うのは悪いなぁ～と思いつつも、盗人は万引き家族ならぬスリ家族だった可能性も考えられる。
お婆ちゃんが自分の席のトレーを通路側から倒した時があって、それが合図だったのかもしれない。

2022/7/25
7/16 の英国でのライブ後、予定通り無事に帰国出来まして、国内でのイベントにも参加することが出来
ました。いろいろご心配おかけしてすみません！そして皆様からの様々なサポートをどうもありがとう
ございました。今後の移動時には TGV の C-G-Ab の発車チャイムを常に心に鳴らして気をつけます。

寺田創一


